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一位置と環境

地理的位置伊江島は沖縄本島北部、本部半島の北西llkmの洋上に位置する面積22.55k㎡、
く‐すくやま

周囲21.26kmの東西に伸びた楕円形の低島である。島の中央東部にそびえる城山（標高172.2

m)は古来より航海の目印であった。ナガラ原東貝塚（第1図20,以下同、番号は第1表に対

応する）は島の南海岸の中央部付近、標高7m前後の砂丘上に立地している。現在、 この地は

たばこ畑として利用されている。

自然環境伊江島は隆起サンゴ礁による低平な島で、城山を除くとその標高は70mに満たな

い。島の大部分は琉球石灰岩で覆われているが（1）、その基底に古～中生層である伊江層があ

り、 これが城山を形成している。島では河川が未発達なため、人々は湧水や雨水を生活用水と
わじ－

して利用してきた。とくに北海岸にある湧出は古来より島の重要な水源であった。 、

伊江島の地形で最も特徴的なのが、島の北側と南側における対称性である。島の北側では高

さ20～60mの急峻な崖が東西にのびている。この崖の数百メートル内陸側に高さ20～30mの崖

縁があり、一段高くなった島の中央台地へ続く段丘となっている。これに対して島の南側では、

段丘がなだらかに海岸に至っている。海岸には大小の砂丘が形成され、そこに小規模な低地が

展開する。島の東部・南部・西部にはイノーと呼ばれる浅海を抱くサンゴ礁が発達している。

歴史的環境伊江島は旧石器時代から近世に至る時代の遺跡が残る点で、考古学的に重要な

島である(2)。伊江島の旧石器時代の遺跡は島の北側に位置している。カダ原洞穴遺跡（5 ：

県指定史跡)、ゴヘズ洞穴遺跡（7 ：県指定史跡）からは鹿化石や石器が検出されている。

貝塚時代早期の遺跡は、南海岸に近い低台地や砂丘上に形成されている。具志原貝塚(15:

国指定史跡）の最下層から出土した室川下層式土器と条痕文土器は伊江島における最古の土器

である。貝塚時代の遺跡は島の南側に多くみられることから、 この時期には人々の生活拠点が

島の北側から南側に移ったことがわかる。

貝塚時代前期の遺跡には、島の東端にある浜崎貝塚（8 ：県指定史跡）がある。ナガラ原東

貝塚でも最下層からこの時期の土器が出土した。

貝塚時代中期の遺跡は伊江島南海岸に近い石灰岩台地上に形成されることが多い。西崎遺跡

(28）やフナズ遺跡（24）はこの時代の遺跡である。ナガラ原東貝塚でも試掘調査でこの時期

の土器片がみつかっている。

貝塚時代後期の遺跡は、南海岸の砂丘上に形成される。阿良貝塚(12)では南九州の弥生時

代後期初頭の山ノロ式土器、貝符未製品がみつかり、具志原貝塚(15)では中・南九州の弥生

時代後期後半の免田式土器や広田上層タイプ貝符が出土した。さらにこれらの遺跡ではイモガ

イやゴホウラ製貝輪ならびにその未加工品の集積が伴っていた。このことは、弥生時代から古

墳時代併行期において、伊江島が九州や種子島と関わっていたことを示している。

グスク時代に入ると、人々は生活の場を丘陵地へ移し、城lllに築いた伊江グスク (32)を中

心に集落を形成した。この時代の遺跡には東江上遺跡（34)、西江上遺跡（33）があり、これ

らの集落遺跡からは九州および中国産の陶磁器が出土している。 （平木）
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註(1)松本幡郎2000｢l.伊江烏の地質」 「考古学研究篭報告」第35集熊本大学文学部考古学研究室pp.29-34

（2）岸本義彦編1999「伊江烏の遺跡」伊江村文化財澗査報告書第13集伊江村教育委員会
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ナガラ原東貝塚6

二調査経過

1 ．調査の目的 調査の目的

熊本大学文学部考古学研究室では、沖縄貝塚時代後期における生業と交易の実態を明らかに

することを目的として、 1998年から2002年までの5年間、ナガラ原東貝塚の発掘調査を実施し

(調査総面積134.61㎡)、貝塚時代前期および後期中頃から後半の遺物包含層を確認した。2002

年までは後期後半の包含層であるⅣ下層を中心に発掘し、 シャコガイ科の貝（以下、 シャコガ

イ）の合弁状況などから、包含層内の同時性や土層の形成過程を明らかにした。今回の調査で

はこれまで部分的な調査にとどまっていたV層を発掘し、貝塚時代後期における変遷を検討す

ることを第一の目的とした。 （弘中）

2．過去の調査 過去の鯛査

ナガラ原東貝塚は1977年に伊江村教育委員会が実施した遺跡分布調査によって発見された。

試掘調査により沖繩貝塚時代後期後半を主体として一部貝塚時代中期にさかのぼる貝塚である

ことが確認された(1)。

1998年の第1次調査では、文化層の堆積状況とその範囲の確認を行った。表面調査にもとづ第1次鯛査

き東西20m、南北25mのトレンチと、 5×5mのグリッド（北l西lグリッド）を設定して

発掘を行った結果、遺物包含層は調査区よりもさらに北に伸びること、 Ⅲ層からV層までが貝

塚時代後期における連続する時期の遺物包含層であることが判明した。これと併行して電気探

査とレーザー探査を行い貝層の広がりを推定した。また、調査に際して調査基準点PO (以下、

PO)を含む閉鎖トラバース測量を行った(2)。

1999年の第2次調査は、動植物遺存体の抽出および遺物集中範囲の北限特定を目的とした。 第2次調査

動植物遺存体の抽出においてはコラムサンプリングを実施し、それぞれ専門の研究者に分析を

依頼した。また、炭化物の一部についてはAMS法による放射性炭素年代測定を依頼した。遺

物集中範囲の確認のため、 POから北に35mの位置までトレンチを拡大した結果、 POから北

に30～35mの撹乱土層中には遺物がまったく含まれていなかった。そのため、遺物集中範囲の

北限はPOから北に25mから30mの間にあると判断した。また、北l西1グリッドに加えて新

たに2つのグリッド（北2西lグリッド、北3西lグリッド）を設定した。北l西1ではV層

上面まで、北2西l、北3西lではⅣ下層半ばまで掘り下げた結果、Ⅳ下層が貝の堆積によっ

て形成された層であることが明らかになった｡そこで、Ⅳ下層における貝類の廃棄単位を復元

するため、シャコガイの左殻と右殻の合弁状況を検討した(3)。

2000年の第3次調査は、シャコガイの合弁状況から、貝類廃棄パターンの解析を行うことを第3次鯛査

目的とした。 2つのグリッドでⅣ下層の完掘を試みたが、悪天候のために果たせず次年度へ持

ち越すこととなった｡北3西lグリッドのⅣ下層から広田上層タイプの貝符が1点出土した(4)。

2001年の第4次調査は、Ⅳ下層の完掘と遺跡の東側への範囲確認を目的とした。 3つのグ第4次鯛査

リッドと、遺跡範囲の東限確認のためPOから北へ10m，東へ10m～30mの位置に第2東トレ

ンチを設定した。その結果、 POから東へ25～30mの範囲にはⅣ下層が存在しないことが確認

された。第4次までの調査で、Ⅳ下層は南北30～40m，東西60～70mの広がりをもつことが確

認された(5)o

－3－





ナガラ原東貝塚6

土壌サンプ

リング

調査期間中、動植物遺存体の検討を行うため、前回までの調査と同様にコラムサンプリング

を行った。黒住耐二、樋泉岳二、高宮広士各先生の指導のもと、貝類遺体および脊椎動物用試

料に、北1東lグリッドのⅢ区でⅢ層を採取し（30×85cm)、植物遺存体用に北1西1グリッ

ドのⅡ区とⅣ区でV屑を採取し、それぞれに分析を依頼した。また、松田順一郎先生の指導に

より北1西lグリッド東壁の一部で土層の剥ぎ取りを行った。

28日に現地説明会を行い、40名余りの参加者を得た｡29日の埋め戻しおよび現場の撤収を

もって、本年の現場での作業を終了した。今回の調査面積は42.75㎡である。

なお、 POを基準として新たに3つの杭を遺跡周辺に設定した。また南部測量株式会社に依

頼し、 POと新たに設定した基準点(09K1)のGPS測量を行った。第2表に記した数値は

世界測地系によっている。 （弘中）

GPS測量

岸本義彦編1999I伊江烏の過跡j伊江村文化財調禿報告響第13集伊江村教育委員会

藤江望編1999｢I ナガラ原東貝塚」『考古学研究室報告j第34集熊本大学文学部考古学研究室

谷直子編2000｢I ナガラ原東貝塚2」『考古学研究室報告j第35集熊本大学文学部考古学研究室

新里亮人編2001｢I ナガラ原束貝塚3」『考古学研究室報告j第36集熊本大学文学部考古学研究室

木村龍生編2002｢I ナガラ原束貝塚4」『考古学研究室報告』第37集熊本大学文学部考古学研究室

橿佳克編2003｢I ナガラ原東貝塚5」『考古学研究室報告j第38集熊本大学文学部考古学研究室
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調査成果三

調査成果
一
一
一

1 ．層序（第4図）

基本的な層序は第5次調査までのものに準ずるが、いくつかの点で変更がある。

I層（表土層）は現在の耕作土層で、厚さは20～30cmである。 Ⅱ層は暗褐色の混砂土層で、

厚さ30～40cmの撹乱層である。現代の耕作により、地表面から30cm前後の深さまでは毎年、 60

cm前後までは数年ごとに大きく掘り返されている。したがって、 Ⅱ層の遺物は撹乱によってⅢ

層以下の遺物が巻き上げられたものであると考えられる。

Ⅲ層は粒子の細かい褐色の砂層である。最も良く残る部分で厚さ30cmを測り、下位にいくに

したがって黒味をおびる。そのため、場所によっては黒味をおびたⅣ下層とⅢ層との境界が不

明瞭である。Ⅲ層は土層断面からみて上からの撹乱を受けていることが明らかであるため、 こ

れまでは分析の対象とみなさなかった。しかしながら、出土土器を検討した結果、Ⅳ下層とは

異なる傾向を示すことがわかった。そのため一つの時期を示す包含層として認めることが妥当

と判断し、独立した遺物包含層として認識することにした。

Ⅳ下層は暗褐色混土砂層で、厚さ20～30cmの遺物包含層である。土器、石器、貝類遺体、脊

椎動物骨や炭化物を含むが、場所によりその密度に差があり、南東側では砂質が強くなる。Ⅳ

下層は北1東lグリッドの南壁トレンチ周辺ではほとんど確認できなかったが、 これはⅢ層の

堆積時に激しく撹乱を受けたためと考えられる｡ (高松）

V層は明褐色の砂層で、厚さは20～40cmの遺物包含層である。包含物はⅣ下層と差がないが

貝粉を多く含む。Ⅳ下層よりしまりが強く、層の上部には植物による擾乱の跡が認められる。

第5次調査では、Ⅳ下層とV層の中間に両者の砂が混在し、遺物の出土状況がⅣ下層とは異

なっていたため、両者の漸移層としてⅣ/V層を区別した(1)。しかし両者は色においても砂

の状況においても区別が容易ではなく、漸移層として分けることに疑問がもたれた。今回この

層を堆積学者の松川順一郎先生とともに詳細に検討した。その結果、Ⅳ/V層はV層の堆積が

終了した後、人間活動の活発化と植物による擾乱の結果形成されたものである可能性が強いと

いう認識にいたった。擾乱のおよぶ範囲における遺物の出土状況と、擾乱のおよばない下のレ

ベルの遺物の出土状況に差はみられなかった。また、第5次調査でⅣ/V層出土として取り上

げたシャコガイと、今回V層の中位で出土したシャコガイが2組合弁した。これまでの調査で

は、同一層中でのみ合弁が確認されており、両層が一連の堆積である可能性を示している。以

上から、Ⅳ/V層とV層は同一の文化層であると判断し、従来のⅣ/V層をV層に含めることに

した。

2. 2003年報告のピット （第5図、図版4)

第5次調査時に、北l西lグリッドのV層上面から8基のピット (P1～P8)が検出され

た(2)。今回、北l西lグリッドを調査するにあたってV層上面の精査を行い、同様な黒色土

の堆積を新たに1つ確認し、 P9と命名して、 Pl～P4、 P6～P9の8箇所(3)で内部

を掘り下げた。いずれも検出面からの深さはlOcm以下と浅く、明確な掘り込みは確認できな

かった。また、内部に溜まっていた土は、Ⅳ下層のものと類似した黒色土であった。遺物は、

貝類遺体が多いが土器片や脊椎動物骨も認められる。 P2， P6， P8では、内部に堆積した

I層、 Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ下層

V層

W'/V層に

ついて

2003年報告

のピット
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3．遺物の出土状況（第7図、第8図）

本遺跡における廃棄活動の復元を目的として、Ⅳ下屑とV層における遺物の平面の出土位置

とレベルを、 1，－ダルステーションを用いて記録した。取り上げたのは、土器（口縁部、底部、

一辺が3cm以上の胴部片)、石器、石材、貝製品の全てである。ピックアップ法で取り上げた

脊椎動物骨と貝類遺体はすべての出土位置を記録し、種のわかる骨とシャコガイを持ち帰った。

また、北1東1グリッドの北壁、南壁の両トレンチ内ではⅢ層の遺物も出土位置を記録した。

(1) I層～Ⅳ下層（北1東1グリッド）における遺物出土状況

I～Ⅲ層では土器、石器、貝製品、貝類遺体、脊椎動物骨が出土した。ことに北側のⅢ区、

Ⅳ区に遺物が集中した。Ⅲ区からはミドリアオリや大型のサラサバテイなど、微小貝から大型

のものまで多くの貝類遺体が得られた。Ⅱ層からは、有孔貝製品や石斧が出土している。

Ⅳ下層上半部では土器、石器、貝製品、貝類遺体、脊椎動物骨が出土している。Ⅳ下層にお

いても、遺物は北側のⅢ区とⅣ区に集中している。クロチョウガイ製の有孔貝製品や台石が南

壁1､レンチ南東隅から出土し、 Ⅲ区からゴホウラ加工品が出土した。土器は広範|伽Iから出土し

ているが、これもⅢ区とⅣ区に集中している。 （高松）

(2)V層（北1西1グリッド）における遺物出土状況

V層では、土器、石器、貝製品、貝類遺体、脊椎動物骨が出土した。遺物は調査区全体に分

布するが、出土量は多くない。中型、小型の貝類遺体が最も多く、土器片がそれに続く。土器

のほとんどは胴部小片で、調査区全体に分布する。シャコガイは殻長が16cmを超す大型のもの

を含み、出土は100点余りである。 I区とⅡ区にシヤコガイが、 Ⅱ区に脊椎動物骨が集中する

様子が観察された。V層の下位（標高6.6m以~ド）ではシヤコガイと魚骨の出土が少なくなる

が、一方で石材の出土が増加する。土器に出土レベルの偏りはみられない。

各区での状況を述べる。 I区ではP8の東側からシャコガイ7個がまとまって発見された。

それらの中から3組・ 6個の合弁が確認されている。 Ⅱ区では獣骨が多く見つかっており、イ

ノシシの肩甲骨がほぼ完全な形で出土した（図版4)。肩甲骨は平面的に薄い骨で壊れやすい

ため、これが完全な形で残っていたことは、骨の廃棄後この面が撹乱されずに遺存していたこ

とを示唆する。このほかⅢ区南側から無文貝符1点を得た。同区北側の石材がやや集中的にみ

られる場所では、黒曜石のチップを1点検出した。Ⅳ区でも黒|曜石片を2点検出した（第7

図)。また、同区において土器片2個体が接

合した。いずれも水平距離5～6cm、レベル

I層～Ⅳ下

層における

出土状況

V層におけ

る出土状況

差1cIn未満の至近距離で接合しており、現状

が廃棄された時点から大きく動いてはいない

と推測される。

シャコガイの合弁状況や脊椎動物骨の遺存

状態の良さ、土器の接合関係などから考える

と、V層は埋没当時に近い状況が現代まで保

存されている可.能性が高い。 （弘中）

■ 無

第6図北1西1グリッド出土黒曜石（原寸大）
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（2）石器（第16～18図）

今回の調査において12点の石器が出土している。内訳は、磨製石斧3点、台石2点、 クガニ

イシ形石器2点、磨石1点、敲石2点、石鍼1点、器種不明石器1点である。各石器の計測値

は第6表に示した。磨石と敲石については、磨痕のみが認められるものを磨石とし、磨痕に敲

打痕の伴うもの及び敲打痕のみを認めるものを敲石とした。石器の磨耗痕については、人為的使用痕の表

要因によるものをスレ、人為的要因かどうか不明瞭なものについてはナレとした。文中のA一 現

E面は第17図中の模式図にそれぞれ対応している。

磨製石斧(1～3) 1は本来石斧であったものが、刃部に敲打痕が認められることから、 石斧

敲石として二次的に利用されたとみられる。緑色片岩製、 I層出土。 2も本来は石斧であった

が、欠損した刃部の割れ面がナしているため、磨石・敲石などに転用されたとみられる。緑色

片岩製、 Ⅱ層出土。 3は石斧の基端部で、身のほとんどを欠損するが研磨時の稜が認められ

る。緑色岩製、Ⅳ下層出土。

台石（4， 5） 4の上面中央に敲打痕が見られる。壊れやすい石材であるため、植物など台石

の比較的脆いものを砕くために使われたのだろう。石の目が上面と平行に走る。石英斑岩製、

Ⅳ下層出土。 5は台石の破片である。緩やかにくぼんだ機能面が中央にあったと考えられる。

破損面がスしているため、破損後も磨石などに使われたと考えられる。砂岩製、Ⅳ下層出土。

クガニイシ形石器（6， 7） クガニイシ形石器とは、上辺に帯状平坦面をもつことを特徴クガニイシ

とする南島の貝塚時代に特有の粉砕用石器で、白木原和美氏によって命名された。貝塚時代前形石器

期（縄文時代後期並行期）に出現し、貝塚時代後期まで存続した。帯状平坦面付近をもち、

シーソーのように動かして植物質食料の荒割に用いられたと考えられている。帯状平坦面の両

側の挾り込みの有無によってA型（挟りあり） とB型（挟りなし）に分類され、前者は奄美諸

島に、後者は沖縄本島中部に多いとされる (1)。今回得たものはどちらもB型であり、アカ

ジヤンガー貝塚に類例がある。 6はB面中央に幅0.5cmほどの帯状平坦面をもち、A面とC面

はよくスしている｡E面とC面の中央部には敲打痕があり、敲石または台石としても使用され

たと推測される。砂岩製、Ⅲ層出土。 7は正面中央にl"lcmほどの帯状平坦面をもち、 これ

に接するA面はナしている。C面は欠損しているため、帯状平坦面に接するナレが見られない。

D面が大きく欠損しており、その中央に敲打痕が集中している。このことにより、下部のなだ

らかな弧が損なわれたためクガニイシとしての使用ができなくなったが、敲石として使用され

たことが推測できる。砂岩製、 Ⅱ層出土。

磨石（未掲載） 上面と側面の一方にスレの痕跡が認められる。砂岩製、V層出土。 磨石

敲石（5， 6） 5の上端部には敲打痕がみられる。 3面を作り出しており、表面の左右斜敲石

面に顕著なスレが認められる。敲石・磨石として使われたと考えられる。砂岩製、V層出土。

6は側面に稜をもつスレの痕があり、その一部に敲打痕が見受けられる。破損は石の目に沿っ

たもので、 この破損面がナしているため、当初は磨石として使用されたが、割れた後に敲石と

して使われたと考えられる。砂岩製、V層出土。

不明石器(10) 10は形状と磨痕の位置から、 クガニイシ形石器の帯状平坦面あるいは石斧不明石器

の破片であると考えられる。小破片のため詳細は不明である。砂岩製、 V層出土。

打製石鑑(11) llはチャート製(2)で、先端と基部が欠けている。稜が片側に寄ってつく 打製石錐

りだされているため、凹基式の足であった可能性もある。V層出土。

-21-
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四自然科学的分析

1 ．遺跡における撹乱層の貝類遺体組成は何を示すか？

-2009年度ナガラ原東貝塚発掘調査－

黒住耐二（千葉県立中央博物館）

ナガラ原東貝塚は沖縄諸島伊江島の南岸砂丘上に位置する沖縄貝塚時代後期後半の遺跡であ

る。筆者は、 これまでに、本遺跡の貝類遺体について報告してきたが、 ここでは2009年度発掘

調査で採取した土壌サンプル中の貝類遺体、特に撹乱層のもの、について報告したい。

調査地点および方法

今回は、新たに設定された北1束1グリッド3区北東隅の撹乱層であることが明確なⅡ層と

その下部のⅢ層上・中部から土壌サンプルを得た。これらは、第18表に示したように、①：締

りの良い土層のⅡ層、②： Ⅱ層の土壌がブロック状に入りながらも締りの緩い下部のⅢ層の砂

からなるⅡ層の溝状撹乱部（最下部に人工物の寒冷紗が見られた)、③：砂丘砂からなるⅢ層

上部、④：同様な土質のⅢ層中部の4サンプルである。

これらのサンプルは、従来と同じ方法（黒住， 1997）で、乾燥・水洗選別でのlmmまでの

沈殿部分(HF) と0.5mm未満の浮遊部分(LF)の残置からの抽出を行った。なお、今回は

食用貝類を対象としたので、 これまでに示されているように（黒住, 1996)、沈殿部分は4

mm以上のものを対象とした。メッシュごとの体積と重量を計測し、抽出を行った貝類は種の

同定・出土部位・成長段階.焼けの有無等をチェックした。

結果および考察

抽出された貝類遺体の詳細な組成を第18～20表に示した。今回も、これまでの結果と同様に、

大形のものとしてピックアップ法で目立つサラサバテイラ・シャコガイ類・レイシ類等の少数

個体が多くのサンプルで認められた。しかし、食用貝類全体としては、第25図に最少個体数

(MNI)で示したように、真珠貝の一種であるミドリアオリが最も多く、二枚貝のリュウキュ

ウヒバリと小形巻貝のイシダタミアマオブネが次いでいた（第25図左)。 ミドリアオリは、 こ

れまでにも示してきたように、 lcm程度の幼貝も多く、 まとまって生息していたものを一括し

て採集・利用されたものであると考えられた。 リュウキュウヒバリも岩礁潮間帯に帯状に分布

する種であり、サイズ等からの検討は行えなかったが、同様に採集したものであろう。一方、

岩礁潮間帯上部に比較的高密度で生息するイシダタミアマオブネは、 l個体ずつ個別に得てい

る。この種に関しては、オカヤドカリ類の宿貝の可能性もあり、 これまで余り積極的に食用貝

類として評価していなかったが（黒住， 2000)、今回はオカヤドカリ使用痕の認められない個

体がほとんどであり、 また時代は遡るが沖永良部島／住吉貝塚では食用と考えられる本種が多

く出土しており （黒住, 2006b)、食用として取り扱った。そして、食用貝類の生息場所を第

25図右に示したが、 75％以上が潮間帯で得られていた。そして、上述したミドリアオリ等の小

形種は、 「ダシ」的に利用されたと考えており （黒住, 2000, 2002)、今回のサンプルではその

－37－
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傾向が顕著であった。

陸産貝類は、浮遊部分で得られたものと4mm以上の沈殿部分で得られたものを併せて最少

個体数として検討した。その結果、優占種では、 ヒメベッコウ類似属sp.2 (黒住, 2009と同

種） ・ナガケシガイ･パンダナマイマイ・スナガイ・ホソオカチョウジ？ ・オキナワウスカワマイ

マイ・ヒメベッコウ類似属sp.1が優占していた（第26図左)。その組成は、下部のⅢ層中部

(④）からⅡ層溝状撹乱部（②） までほぼ同様であり、 Ⅱ層（①）でヒメベッコウ類似属Sp.

2 ．スナガイの減少とヒメベッコウ類似属sp.1の増加が認められた。陸産貝類の生息場所類

型組成（第26図右）は、林縁生息種と開放地生息種がほぼ同じ割合で、上部にかけて後者が少

し増加していた。この優占種は下部のV層やⅣ層（黒住, 2003)とも共通していたが、海側の

Ⅲ層でナガケシガイが極めて優占し、ホソオカチョウジやヒメベッコウ類似属の少ない組成

(黒住, 1999, 2003)とは異なっていた。

上述してきた食用貝類と陸産貝類からの組成から、本地点における撹乱の状況およびその考

古学的意味づけについて議論したい。まず、第18表に示したように、 lmm未満の粒子が極め

て多かったことから（②を除き90%以上)、 この地点は風成の砂丘であった可能性が高い。陸

産貝類で、林縁・開放地生息種の多いことは、 この状況に良くあう。そして、陸産貝類では、

近世以降の移入種であるソメワケダワラや以前の調査で表層からしか得られていないナハキビ

がⅢ層上部（③）から得られており、明らかにこの部分までは撹乱の生じていたことがわかる。

Ⅲ層中部（④）の組成も、上部と|司様であり （第25図左)、やはりある程度の撹乱を受けてい

たと考えられよう。一方で4mm以上の食用貝類は、第25図や第18表のように、全てのサンプ

ルで同様であり、その組成は未撹乱の下部の層位と類似していた。つまり、食用貝類遺体は、

撹乱を受けてはいるものの、包含層上部の組成を反映していたと考えられる。このような陸産

貝類と食用貝類の棚離は、微小種を多く含む陸産貝類で比較的小さな撹乱（例えば根成間隙：

木下, 2003;佐々木・他, 2006も参照）の結果ではないかと想定される。今回のサンプル中で

も、上部で多いものの、下部でも根はかなり多く認められている（第20表)。また本遺跡では、

僅かではあるが微小陸産貝類の示す層位と考古学的な層位のギャップが認められている（黒住，

2003)。このギャップも、このような微細な撹乱に起因する可能性もあろう。

つまり、撹乱の程度により結果の異なることは当然であるが、撹乱層においても包含層上部

の食用貝類遺体組成はかなり反映されていると考えられる。このことは、隣接した瀬底島アン

チの上貝塚でも示されている（黒住， 2009)。 “表採”により食用貝類遺体を検討できる場合、

従来のピックアップ資料のみだけではなく、土壌サンプルを得ることでより詳細な検討の行え

る可能性も指摘できよう。一方、微小陸産貝類は、微細であっても、撹乱の有無をかなりの精

度で検証できるものと想定されよう。これらの検証は、次年度以降の本地点の連続した未撹乱

と考えられている層位から貝類遺体を調査することによって明らかにできる。

今回のサンプルでは、それ以外にも、 1)焼けた貝殻片が極めて少なかったこと （第18~

20表でBと示した)、 2) 5-10cm程度で直径lcm程度の摩滅した枝サンゴ礫（片）が得ら

れたこと、 3）オカヤドカリ宿貝ではない、摩滅した小形貝殻片（ヒメマツムシやカノコアサ

リ）が抽出されたこと等が認められた。 1)は、 これらの食用貝類は炉周辺清掃に由来するこ

とが少なかった（黒住, 2006aも参照） と考えられ、食事空間や炉の使用法等を考える場合の

材料となろう。 2）の枝サンゴ片は海岸に打ち上げられたミドリイシ類等を遺跡に持ち込んだ

－38－
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2．ナガラ原東貝塚の水洗選別試料より検出された脊椎動物遺体（第6報）

早稲田大学樋泉岳二

1．試料と分析方法

2002年度に引き続き、沖縄県伊江島の海岸砂丘上遺跡であるナガラ原東貝塚（沖縄貝塚時代

後期後半）から水洗選別法によって採集された脊椎動物遺体（骨類）を分析した。本年度は新

たに拡張された北1束1グリッドの遺体群の様相解明を主眼として、 Ⅲ層から堆積物のコラム

サンプル(TTO9:平面積は25×30cm)を採取した。採取地点でのⅢ層の最大層厚は22cmで、

これを層相に従って3単位に分割した（詳細は第21 ･22表を参照)。採取試料は研究室に持ち

帰り、 4mm･ 2mm・ lmmのJIS標準フルイを用いて水洗筋別したのち、残留物を骨類・

貝類などに分別し、骨類の中から分類群の特定が可能と思われる標本を抽出して同定資料とし

た。その他の骨片についても、できるかぎり魚骨と獣骨（爬虫類を含む）に分別した。その他

の分析方法は従来の方法（樋泉1999～2003) と同様である。

2．骨類の包含密度と保存状態

骨の包含密度（堆積物1000cc当たりの重量）は、獣骨は0.29と低いが、魚骨は約0.89と

やや多く、下部で増加する傾向がみられた（第22表)。得られた骨の多くは表面がボロボロに

溶解損耗した状態であった。これはⅢ層が砂丘堆積物であり、骨が埋没前にかなりの風化作用

を受けたためではないかと思われる。

3．同定結果と考察

同定結果を第23～25表に示す。魚骨と獣骨の比（重量比）は魚骨の方が多く、 とくに下部で

は獣骨はごくまれであった（第22表)。

魚類は10分類群が同定されたほか、椎骨に未同定種がある。ブダイ科（咽頭骨・前上顎骨は

すべてアオブダイ属） とニシン科（イワシ類。主上顎骨、歯骨、第1 ･第2椎骨はサッパに近

似する）がMNI各4個体と多く検出されているが、それ以外の種は少ない。ニシン科とブダ

イ科を主体として、他に様々な種類の魚が少数ずつ混在するパターンは、今回のグリッドに隣

接した北l西1グリッドⅣ層のTT99Aや北2東lグリッドⅣ層のTTOOBでも確認されてお

り、魚骨の包含密度が比較的高い点とあわせ、本遺跡のⅣ層～Ⅲ層にかなり広くみられるパ

ターンと考えられる。出土した魚類のサイズは、ブダイ科に若干の大型魚がみられるのを除き、

大半が小型魚（小型種または若魚）で占められている。出土した魚類はいずれもサンゴ礁域の

浅海で普通に見られる種類であり、外洋での漁の展開を示す証拠は今回も得られなかった。

魚骨組成の層位変化は明確でないが、ニシン科の部位組成をみると、 Ⅲ層中部(TTO9-2)

では顎骨が多く椎骨が少ないのに対し、 Ⅲ層下部(TTO9-3)では椎骨のみが得られており、

消費・廃棄のパターンに違いがあった可能性も考えられる。

魚類以外ではヘビ類とネズミ亜科がわずかに得られたのみである。

謝辞：貴重な調査に参加する機会を与えていただいた熊本大学木下尚子先生、現場作業にご

協力いただいた熊本大学考古学研究室の学生の方々、種々のご教示を賜った黒住耐二氏、高宮

広士氏、松田順一郎氏に厚く御礼申し上げる。
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3．ナガラ原東貝塚(2009年度）におけるフローテーシヨンの結果

札I幌大学高宮広土

l)遺跡の調査の概要

a:遺跡の所在沖縄県国頭郡伊江村字川平

b:遺跡の名称ナガラ原東貝塚

C:調査期間 熊本大学文学部考古学研究室

d:調査担当者木下尚子

e:発掘日時 平成21年8月18日～28日

f:文化 沖縄貝塚時代後期文化

g:遺跡の年代6～7世紀

2）バックグラウンド

ナガラ原東貝塚は、先史時代における生業と交易を解明するため、熊本大学木下尚子教授を

代表とし、 1998年度～2001年度に発掘調査が実施された。調査開始時点において、貝塚時代後

期前半に属する高知ロ原貝塚（読谷村所在）においては、狩猟採集を生業とし(Takamiya

1997、高宮1998)、同時代後半の那崎原遺跡（那覇市所在) (')においては農耕が営まれて

いた事（高宮1996, 1998）が判明していた。すなわち、沖縄諸島においては、狩猟採集から

農耕への変遷が、 これらの遺跡の時期の間に起こった事が予想された。奄美諸島に所在する用

見崎遺跡は「変遷期の遺跡」であったが、回収された植物遺体は狩猟採集を示唆するもので

あった（高宮 1997)。しかしながら、用見崎遺跡においては、土壌のサンプル量が十分では

なく、 「変遷期」の生業を明らかにするためには、 さらなるデータが必要であると思われた。

ナガラ原東貝塚はまさにこの時期に属する遺跡であった。

ナガラ原東貝塚遺跡における調査では、初年度からイネが検出され、沖縄諸島先史時代にお

ける最重要テーマの一つである農耕のはじまりが、解明されるものと期待された。結局イネの

遺体が最も多く検出されたが（高宮2002)、最終年度におけるイネ自体の炭素十四年代測定

により、 「現代」という年代が得られた（木下2003)。すなわち、 イネはコンタミネーション

であったのである。この「コンタミネーション」が明らかになった結果、以下の二点が発掘調

査の成果となった。まず、ナガラ原東貝塚においてイネ以外に検出された植物遺体は野生種で

あったため、 この時期の生業が狩猟採集の可能性が高い事である。つぎに、木下尚子（2003）

による「根成孔隙」と呼ばれるメカニズムの認識であろう。イネほどの大きさのものでも、

｢現代」から考古学的年代層まで移動する可能性がある事に留意しなければならない。

このようなバックグラウンドの中、 2009年度より再びナガラ原東貝塚が発掘調査の対象と

なった。目的の一つが、同貝塚における植物食利用の解明である。

3）扱った資料

今年度フローテーションのための土壌サンプルは、北1西lグリッドII区およびIV区のV

層より回収した。前者より75リットル、後者より109リットルの計184.5リットルの土壌サンプ

ルをフローテーション処理した。 II区の土壌サンプルから35グラム、 IV区の土壌サンプルか
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ら42.48グラムの計77.48グラムの浮遊物が回収された。

4）検出された植物遺体

オヒシバEﾉe"s""ei"dicqGAERTN

種子の背面は長楕円状三稜形、側面は狭卵形。背面には種子の約1／5ほどの大きさの胚、腹

面には4／5ほどの深い溝がある。種皮は波状の稜条が十条ほど観察される。笠原(1976)に

よると原野路傍、あるいは畑地に分布する一年草である。 1粒I1区(LFNo.13) より検出さ

れた。サイズは1.1×0.4×0.6mm(写真l)。

同定不可能

II区(LFNo.13)および1V区(LFNo.3) より各1片回収された。

5）おわりに

今回は、計184.45リットル（土獲袋で20袋）の土壌をサンプルし、フローテーシヨン処理し

た。その結果、同定された植物遺体はオヒシバ1粒のみであった。そのサイズから、根成孔隙

の結果とも考えられるが、 コンタミネーションでなかったとしても過去の植物食利用あるいは

環境について考察する事は出来ない。今回、第v層（つまり、 より古い時代） ということに

より、植物遺体が回収されなかったのかもしれない。また、南島中部圏においては、貝塚時代

後期には、住居跡等の遺構がなかなか検出されず、 2009年度の発掘調査においても、ナガラ原

東貝塚からは遺構（特に住居跡や炉跡等調理に関る遺構）は検出されていない。ナガラ原東貝

塚は狩猟採集民の生活の場と考えられるが、 IV層以前のより古い時期の狩猟採集の人々の植

物食利用を理解するためには、文化層からはより多くの土壌サンプルが必要かもしれない。実

際、ナガラ原東貝塚の前時期に属する高知口原貝塚では、土嚢袋で200袋以上の土壌をサンプ

リングしたが、最初の100サンプルには植物遺体は含まれていなかった (Takamiya l997)｡

ナガラ原東貝塚の発掘調査は後2年を予定していると聞いているが、その間でV層における

植物利用を理解する事が出来ればと願っている。
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第26表ナガラ原東貝塚フローテーシヨン結果（2009年度）
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五まとめ

ナガラ原東貝塚は、沖縄県国頭郡伊江村字川平に所在する沖縄貝塚時代前期および後期中頃

から後半にかけての遺跡である。熊本大学文学部考古学研究室では、沖縄貝塚時代後期の変遷

を明らかにすることを目的に、 1998年から2002年まで継続的に本遺跡の調査を行った。 7年振

りに調査を再開した今回は、第6次調査となる。

本遺跡の主体となるⅣ下層（貝塚時代後期後半）は、貝類の廃棄によって形成された遺物包

含層であることが、これまでの調査で明らかとなっている。また、出土遺物からⅣ下層がアカ

ジャンガー式土器の古い段階に位置づけられることが指摘されている。調査はv層上面まで進

んだ状態であったため、今回の調査ではv層を発掘し、アカジャンガー式期における貝塚時代

後期の変遷を明らかにすることを目的とした。調査では前回を継続する北l西lグリッド（5

x5m)を復元し、Ⅳ下層とV層の南東側への広がりを捉えるため、新たに北l東lグリッド

(5×5m)を設定した｡ 15日間の調査によって北l西lグリッドでは一部でⅦ層上面まで、北

l東lグリッドでは全面でⅣ下層の上半部までを掘り下げた。調査では貝類遺体、脊椎動物遺

体、植物遺存体の抽出のためコラムサンプリングを実施した。また土壌の微細分析を行うため、

北1西1グリッドで土層の一部を剥ぎ取った。

今回の調査で、以下の点が明らかになった。

(1)層序：基本的には2002年までのものに準ずるが、 2つの点で変更がある。Ⅲ層は、これ

まで全てⅣ下層の撹乱で形成された層であると認識していた。しかし、土器の分析からⅣ下層

とは異なる傾向を示すことがわかった。そのため、今回堆積状況を改めて検討したところ、 Ⅲ

層はかならずしもⅣ下層の撹乱によるものばかりではなく、本来の堆積状況を保っている箇所

も存在することを確認した。Ⅳ下層とv層の砂が混在する面にⅣ下層と異なる遺物の出土状況

が認められたため、第5次調査では慎重を期してⅣ/V層と命名していた(1)。今回V層を掘

り進める中で両者の関係を詳細に検討した結果、砂が混じる範囲と混じらない範囲の遺物出土

状況に有意な差は見られなかった。堆積状況の観察の結果、両者の砂が混じるのは、v層の堆

積が終了した後の人間の活動に伴って人為または自然による擾乱が起こったためと考え、両者

を同一層と認識した。前回Ⅳ/V層出土としたシャコガイと、今回V層の中位から出土した

シャコガイの合弁が2組確認されたこともこの認識を支持する。

（2） 2003年報告のピット :V層上面で8基のピット状を呈する黒色土の堆積を確認し、第5

次調査でそれらの内1基を棚り下げていた(2)。今回V層上面を糖査しさらに1基検出した。

検出面からの深さは8基とも10cm以下であった。また、内部の黒色土をすべて取り除いた後の

壁面に、大型貝類が突き刺さるように入り込んだものも確認された。加えて、その配置に規則

性は認められず、遺構としての積極的な意味づけはできなかった。

（3）シャコガイの合弁状況：前回までの調査と同様に、シャコガイの合弁状況を調べた。Ⅲ

層では143個体のシヤコガイのうち3組・ 6個の合弁が確認された。また、 Ⅲ層出土のシヤコ

ガイとⅣ下層出土シャコガイの合弁は確認されなかった。これまでのところシャコガイは、同

一層内でのみ合弁しており、このことからもⅢ層が独立した包含層であると判断できる。Ⅳ下

層出土のシャコガイについては、過去の調査で出土したものも含めて検討を行った。その結果、

遺跡の所在

調査の目的

調査区の設

定

層序

2003年報告

のピット

シャコガイ

の合弁状況

－50－



ナガラ原東貝塚6

1766個体中221組・442個が合弁した（合弁率13.8%)｡今回出土したものでは、 2組･ 4個の

合弁が確認された。 1組は過去に北3西lグリッドから出土したものと合弁しており、その水

平距離は13.6mであった。V層では、第5次調査でⅣ/V層として取り上げたものも含めた

109個体中、 5組･ 10個の合弁が確認された。V層中位で出土したシヤコガイ3組はいずれも

水平距離50cm， レベル差5cm以内で合弁している。加えて、V層内で接合した土器はいずれも

水平距離5～6cmの至近距離で接合している。また、ほぼ完形のイノシシの肩甲骨が水平位で

出土した。以上からV層の遺物は、大部分では埋没当時の位置関係が大きく変更されることな

く現在まで残っている可能性が高いとみられる。

（4）土器：Ⅲ層から蕊、片口土器、 ミニチュア土器、壷が出土した。底部はくぴれ平底が主土器

体であり、わずかに尖底を含む。饗の口唇部形態は平坦で、内外面に粘土のはみ出しをもつも

のが多い。また、刻目突帯をもつ胴部もみられる。以上から、 Ⅲ層の土器はアカジャンガー式

土器に相当すると判断される。Ⅳ下層から出土した土器は少ない。認は、口唇部を平坦に成形

するものが多く、刻目突帯をもつ土器がみられるという前回までの傾向と同様である。V層の

土器の特徴は以下の3点である。 ( i )底部全体の約60%が乳房状尖底を含む尖底である、

(ii)口唇部が舌状を呈するものが多く （約70%)、口縁内面に文様を施すものもみられる、

(ni)口唇部が平坦で外面のみ沈線文をもつものも存在する(30%未満)｡ ( i )、 (ii)は大当

原式土器の特徴であり、 (iii)はアカジャンガー式土器の特徴である。これらのことから、V

層は大当原式土器からアカジャンガー式土器への変化が始まった段階に位置づけられる可能性

が高い。V層で注目されるのは、複数種の搬入土器の存在である。これらは、口唇部の仕上げ

方や調整法などから、東原式や辻堂式を含む南九州の弥生時代終末期から古墳時代前期の成川

式土器と判断できる。沖縄地域においては、 これまで弥生時代終末期から古墳時代初頭の土器

として免田式土器が知られていた。今回の成川式土器の後半型式の土器の存在は、成川式土器

が搬入された時期を古墳時代前期に押し下げ、奄美地域にまで届いていた南九州古墳時代の土

器の分布域を南に拡大したことになる(3)。またその器種に高杯の加わったことも重要である。

（5）石器：打製石雛、石斧、磨石、敲石、台石、 クガニイシ形石器、黒曜石片などが出土し石器

た。同定された石斧の石材である緑色岩または緑色片岩は、沖縄諸島外から運び込まれたもの

と考えられる。同様に、北l西lグリッドV層で出土した黒曜石片3点は、九州島からの搬入

と考えられた。

（6）貝製品：有孔貝製品、匙状貝製品、ゴホウラ加工品、貝符2点を得た。貝符の1点は発貝製品

掘区から北に50cm以内の位置で表面採集された広田上層タイプである。中央に稜が入る点が特

徴的で、伊江島出土の他の貝符に共通している（4， 5)。他の1点はV層で検出した無文のも

ので、 1孔をもつ。

（7）貝類遺体：シャコガイ科、ニシキウズ科などイノー内外の貝類が多くみられる。製品の貝類遺

素材としてゴホウラやアツソデガイ、 ウミギク科、シレナシジミ、スイジガイなどの死貝を一

部持ち込んでいることも確認された。過去に出土したものも含めて、各層のシラナミとヒメ

ジャコのサイズを計測した。その結果、捕獲された貝がV層からⅣ下層にかけて小型化してい

ることが判明した。 Ⅱ層とⅢ層ではミドリアオリが最も多く、下位の層と共通する（6～10) O

またこれらの層の撹乱状況は陸産貝類に示されていた。

（8）脊椎動物遺体：哺乳綱、硬骨魚網、爬虫綱が出土した。哺乳綱ではイノシシ科の他に、 脊椎動

貝類遺

脊椎動

体

物遺

体
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初めてイルカ類が出土した。このほか硬骨魚網ではブダイ科、爬虫綱ではリクガメ類とウミガ

メ類がみられた。Ⅲ層では、ブダイ科とニシン科を主体として、それ以外の種を少量ずつ捕獲

する傾向が明らかになり、 これはⅣ下層と共通している。

（9）植物遺存体:V層の分析によって、オヒシバの種子が認められた。オヒシバは路傍や畑

の周辺などに生育する一年草である。

(10)V層の時期:V層は大当原式土器からアカジャンガー式土器への変化が始まった時期に

相当し、沖縄貝塚時代後期の前半から後半への過渡期に位置づけられると。これに伴うのは南

九州の弥生時代終末期から古墳時代前半の土器で、成川式土器の中でも後半の東原式と辻堂原

式に該当する可能性が高い。第5次調査で測定したV層上半（旧Ⅳ/V層）出土炭化物の'4C補

正年代値は、 1630±40yBP(calAD350to530)と1620±40yBP(calAD370to540)で4～6世紀

の可能性を示しており (11)、想定される搬入土器の年代がやや古い結果となった。以上から、

4～5世紀にはV層の堆積が始まった可能性が高いと判断される。V層で検出した黒曜石片と

成川式土器の存在は、 この時期における伊江島と九州島との関係を示唆している。

（弘中・高松）

植物遺存体

V層の時期
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